
第３回
和光市部活動地域移行検討委員会
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令和６年１２月２０日（金）



前回の会議より
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他市町の状況を聞き、一部しかできていないのに、大きな金額がかかっている。
これまでその分を教職員に負担を強いてきた。市として全体で地域移行を進めていくうえ
でどのくらいの費用がかかるのか、家庭の負担を考える上でも確認する必要がある。

地域移行を考える上で、指導者を入れるのか、地域クラブを入れる形でやっていくのか
など、決めていく必要がある。

和光市としても、活動できる団体は少ないとは思うが、具体的に何ができるのか示
しておかないといけないと思う。

実証事業の一歩前の段階など、まずはできる範囲でやってみて、見えてきたこと
から検証していくことで、さらに課題が見えてくるのではないか。



次年度の実証事業に向けて
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＜聞き取りを行った活動＞

○ テニス 【テニス連盟】

○ サッカー 【サッカー少年団】

○ 野球 【野球部顧問】

○ ジュニアオーケストラ 【市民の指揮者経験者】
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テニス
運営主体 和光市ソフトテニス連盟

活動日・時間 主に日曜日 １３：００～１７：００の間

活動場所 第三中学校コート ・ 和光市運動場コート

会費 一般の方 年額6000円（＋日本連盟加入2000円）

【意向・懸案事項】
・施設について（第三中学校を使用することはできるのか）
・活動費について（他の団体と会費等、足並みをそろえた方がよいか）
・顧問との連携について
・長期休みの活動はどうするのか
・テスト前休みなどは、取った方がよいのか
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サッカー

運営主体 少年サッカー連盟

活動日・時間 午前または午後 ３時間程度

活動場所 小学校の校庭・和光市運動場・アーバンアクア公園サッカー場

会費 登録費 ＋ 謝金 ＋ 諸経費

指導体制 中学校区（第三中）で選抜チームのように指導していく形を検討

【意向・懸案事項】
・受けることはできるが、指導体制づくりについては検討をしていく
・施設について中学校を使用することはできるか
・活動費について（謝金も必要と考えるが、少額にしたい）
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野球
運営主体 和光アース

活動日・時間 日曜日 ３時間程度

活動場所 和光市運動場・アーバンアクア公園野球場等

会費
年５０００円～６０００円

（現在は年２０００円＋別途保険に入っている）

対象 市内３校より希望制で活動

指導体制 各学校の顧問で運営している（今後は外部の指導者も入れる）

【意向・懸案事項】
・会費については、できるだけ抑える方向で考えている
・施設について中学校の使用や和光市運動場を使用したい
・大会の参加方法について、クラブチームでの出場も考えている。
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ジュニアオーケストラ 【新規に立ち上がった団体】

運営主体 和光・ジュニアオーケストラ

活動日・時間 木曜日（一部土曜・日曜）

活動場所 中央公民館ほか

会費 月額５０００円～７０００円（道具のレンタルを含む）

【意向・懸案事項】
・ぜひ協力していきたい
・施設の提供をしていただきたい。（活動や楽器の保管場所が必要）
・現在、学校が保有している楽器を使用させていただきたい。
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実証事業（案）

第三中学校を対象校とし、
テニスとサッカーで実証事業を行う

理由①

個人種目と団体種
目で行うことで、課題
を広く見つけること
ができる

理由②

保護者の経済的負
担が少なく実証事業
を行うことが可能で
ある

理由③

生徒の移動を考えた
ときに中学校内もし
くは、運動場や小学
校と活動場所が近く、
移動がしやすい

理由④

指導要領の見直しが行
われた中で、休日の地
域活動と学校の連携に
ついての考えが示され
たことから、活動の単位
を学校単位にしておくこ
とで、国の動向に対応し
やすくなる



9



10



11

令和７年度実証事業 【部活動の形をできる限りキープしつつ、土日を移行
させる】

学校と協議
し、種目を
最終決定

顧問・
運営団体と
の連携協議

保護者への
説明

実証事業
準備

1月上旬まで 1月中 ２月～４月 ２月～３月

外部指導者
として参加

実証事業
開始

４月～７月中旬 ７月中旬～３月

実証事業
検証

９月～１２月

来年度への
調整

１月～
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協 議

実施開始時期について
・３年生が引退したのち移行
を考えているがいかがか

月謝（会費）について
・競技団体によって決めて

     いく形でよいか

学校との連携について
・出席者や練習内容、怪我の
情報等と考えているがいかがか

検証方法について
・生徒と保護者アンケート及び
視察による検証でよいか
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市立中学の部活「地域移行」見送り…熊本市の
検討委答申、教育的意義・受け皿の状況踏まえ

国が進める公立中学校の部活動の地域移行をめぐり、熊本市教育委員
会は28日、移行せず学校での部活を継続する方針を公表した。

熊本市立中では現在、教員が部活指導に当たっているが、2027年度以
降は指導者を希望制で計1600人確保。
各校の一つの部活につき顧問・副顧問として複数人配置する。1600人
のうち、半数の800人は教職員を見込み、ほかに市職員や大学生、インス
トラクターなどからの確保を想定している。

指導者には報酬を支払い、顧問は時給1600円、副顧問が1千円。これら
を含めた費用は年6億5千万円と試算しており、市の公費などで2億1千
万円を負担し、企業などから1億8千万円の協力金を募る。
残りは保護者が負担し、生徒1人につき月3千円と見込む。



14

神戸市が2026年度から市立中学校の部活動を終了し、地域
の団体によるクラブ活動に全面移行する方針を決めた。国
の有識者会議は18日、休日で進める「地域移行」を平日に
広げる改革案をまとめた。教員の長時間労働の解消につな
げ、学校をまたいだ活動によって少子化に対応する。指導
者の確保を含む受け皿整備が課題となる。

「『コベカツクラブ』のあり方についての方針～中学校部活動から「ＫＯＢＥ◆ＫＡＴＳＵ」へ～（神戸市教育委員会HPより）」
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「新座市部活動の地域展開（新座市HPより）」
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